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羊毛賓鹿の他事と脱皮との関係

. 節 ∴四 報 l'

/ l

山 周 保 治
/

､ 緒 ■ 口

秋末より翌春に到る閥の冬季を中心としての.越年中に於ける､幼魚の蝕字と蔑度と_の鐸係.
1

を知らんと欲して.蝕宵祝祭を行なった,｢ヒメマ,.Lカツ?ブシム亘｣と｢ヒメカヅラブシムシ｣

の質陵成抗は節一報(1)に､｢コイガ｣に就きては第二報(2)で,既に報告して置いた｡次に ｢イ

ガ｣の成続を報せする屯 と すゝる｡付は叉, 10.5.3Coの定温飼育に於ける蝕雪と温度との＼

関係に就き､｢ヒメマルカツヲブシムシ｣｢イガ｣｢コイガ｣の3位の幼虫で行なった茸臨成績は､

第三報(3)で既に報せしてある.本文を革するに常りてJ取川博士の懇切なる助言を深謝し.

稔尾鷲四郎氏が袋田につき､谷口久代氏が本研究調査に終始助力せられた争ことに封し.共に

厚く感由の意を衣す.

'智 験 ･の 方 法
′

質臨期間 昭和15年11月17日乃杢昭和16年3月31日.計135日間｡

供試昆虫･rイガ｣TineapeHioncllaLinnacus.の幼虫20匹,齢期は不明なれども, ノ相常成長

せるものばかりで,質臨修了後大多数のもの臥 ●5月に入って桶化し.攻で同月

中旬から向下旬の問に悉くオ引ヒしてしまった｡
I

供 試 布 自然物-モス.)ン｣の水洗ひしたものを､鹿宜5rセンチメ-トルJ仰 こ切って川

ひた｡

･飼育容器 ｢ペr:)シキーレ｣円経 7ll-tyチメ-トル⊥ 探さ3｢乍./チメ-トル.Tのものを使

用した｡

飼 育 望 京大農畢細尾最撃研究宝内.暖LTJの設陥なき.嘱望同校の袋皿を施した自然湿度

の宝で行なった｡

氾 姥 堂亨凪 1週間懇自記狙腔計にて記録｡

供軍神 1枚と.俳武幼也 ltLCを.各 l個の春名馴こ入れ 同様のもの20個造り｡毎El午前9時

より正午迄の抑こ.幼魚の蝕寄状況を暇祭の上記録し.蝕害された供託布は. 5日日鯨に枇換
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へ.共際之等20匹の幼晶が､ 5日間に蝕寄 した面積を測定して,其合計を記録した｡蝕寄両税
Y

測光の方法帆 蝕宰された面積が､方眼紙 1｢ミ1)メートル_柄を､ 1として計辞し.之が如何

租に'Lll'る声､を測ったのである｡祝祭記録の大要は攻の衣に示す通りであり,又.温度と蝕客両

税を封J!くiせる曲線は別に示す通りであ,る｡ 'l

L ､
｢イガ｣幼虫 の蝕害面積 と温度 に関する記録

(昭和1'5年11月乃重岡16年 3月)
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概 括 と 結 論

I

rrィガ｣の幼魚 も.｢コイガ｣の幼魚と同校に.其食酢たる.｢モスリン⊥ 毛布.羅紗.共他毛

粒物の魂を喝切り.之を材料として.吐Mせる練で綴り合せて炎を法り.幼虫杜其典を被ぶつ

'たま1.前年身を出し,的脚で少行しながら加零し､共蝕蝦は｣｢コイガ｣幼魚加字の場合と同

様に､同一個所を拭 く蝕宰する傾向がある｡

此蟹陵で,rJlガ｣幼虫が活動即ち蝕事を明らかに停止 した期日は､昭和15年 12月27日頃で.

翌春蝕事を開始したのは.昭和16年 2月25日頃からであるが.此間に於て､昭和16年 りすIl日

掛 こ任かではあるが蝕零したのは粗度の上昇によることならん も､同年3月7円頃からfL'.-]21口

現まで蝕字を停止せる原因に就きては不明である.何づれにしても.氾LLE･がA-11時間なりとも.

/

幼血の7.7;･動に揺する状態によで上昇すれば.た ●ゝちに蝕tTHを開始するが.粒ELE･が下挿 して.幼

曲の活動に不治常なjtU削こなるときは.放熱 よ停止することが明らかに認められ 氾庇と劫畠

の活動とは.井関に密頗な甜係のあることを考察することがEl探 る.

記録矧 二は. 1日の平均氾腔と. 1口中の攻低渦度を示 して怒いたが.幼虫が活動を始めて
＼J

蝕fH･するか否やは,共口'q)叔低温掛 こ左右せらるることが､樋めて大であるや うに考へ られる｡
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此riTf･験期間を箪 L7ての敢低湿度は二昭和16年2月3Elの 5･1CTであった.L

'以上のhlLi･験成績によって考察すれば､ 1'日の最低温度が,i7乃至 9Co以下である問は.｢イ さ

ガ｣の州･l17.･成長せる夢路で も蝕賓を停止するが､それより温度が僅かで も上昇すれば,活動を 享

始めて他事を開始するものと推測せ られる､｡此事質は此種害虫の蝕宰防止上重要なる-資料に

なると瓜ふ｡
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